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第67回クリエイティブサロン（2021年 5月16日）
オンライン開催報告

コロナ禍におけるイノベーションの創造
～オープンイノベーションの重要性～

講師：中田泰子氏
北陸先端科学技術大学院大学 産学官連
携本部産学官連携推進センター准教授
日本創造学会会員

現在、世界はコロナウィルス感染症の拡大という
未曽有の危機に見舞われている。このような状況に
おけるイノベーションの創出には、このような状況
であるからこそ必要とされるニーズやそれに対応し
たシーズを的確にマッチングさせるためのシステム
が必要とされる。北陸先端大が継続的に開催してき
た「Matching HUB」は、多数のシーズやニーズを
同時にマッチングすることのできる産学官連携の
オープンイノベーションの「場」であり、コロナ禍
においても有効に機能するシステムである。
今回、規模はやや縮小したものの、徹底した対策

を施して「Matching HUB」を敢えてリアル開催し
たが、会期中のセミナー等にオンラインも併用した
こともあり、例年とほぼ同等の成果を得ることが出
来た。ことで、今後のオープンイノベーションへの
取り組みや産学連携関連のイベント開催に有用な知
見が得られたものと考えている。発表に対して今後
の活動に有益なご質問やコメントを頂きました。こ
の場を借りてお礼申し上げます。 （記事：中田泰子）

世界で最も地球に優しいスポーツスポGOMIの普及啓発

講師：相原正道氏
大阪経済大学学長補佐、ス
ポーツ・文化センター長
人間科学部教授
日本創造学会会員

2018年9月に開催された第39回研究大会において「スポーツ・イノベーション スポGOMI大会」で発表賞
を受賞させていただきました。この発表がのちの業績となる「世界で最も地球に優しいスポーツ スポGOMI
の普及啓発」につながり文部科学大臣表彰科学技術賞（理解増進部門） を受賞するに至りました。私にとっ
て日本創造学会で発表賞をいただいたことが大きな契機となり、さらなる探求心を抱くことができたのはこ
の上ない事実です。本当に感謝しております。今回は凱旋講演のつもりで皆様への日頃の感謝を込めて講演
させていただきました。と申しても、今回の講演は共同で受賞した一般社団法人ソーシャルスポーツイニシ
アチブ協会の馬見塚健一代表がほとんどお話してもらったのですが。。。
「世界で最も地球に優しいスポーツ スポGOMIの普及啓発」という講演タイトルで、2008年より活動をス

タートし国内外で約1000大会を開催してきた手法とその実例、今後の展開について紹介させていただきまし
た。深刻化する海洋ごみ問題や持続可能な社会を作るために定められたSDGsを達成するには、世界がひと
つになりあらゆるジャンルからの問題提起が必要です。そのアプローチの方法として、私たちはスポーツと
地域の環境保全を融合した「スポGOMI」を発案し、社会へそのメッセージを投げかけてきました。何処か
遠い国の事だと思われがちなこれらの問題が、自らの生活と繋がっている事を感じてもらうためには、まず
地域のごみ拾いに参加してもらいみんなで問題を共有する事が大切です。人は理屈や大義だけでは行動を変
えません。非日常を体験させることで行動様式が変わります。スポGOMIは環境問題に意識の高くない人に
も楽しくごみ拾いに参加してもらうために競技性を用い、 「ごみ拾いを競う」という非日常を具体化しまし
た。
当日は、質疑応答でたくさんのご提案やご質問をいただきました。できることならば、もう少し皆様と

ディスカッションできればと思いました。それを含めて次回の研究大会で皆様に再会できることを心待ちに
しております。 （記事：相原正道）

5月16日のクリエティブサロン第1部講演会にて
「学生のアイデアを活かすビジネ スコンテスト」の
演題で、弊学や他社が開催するビジネスコンテスト
の比較・調 査の結果についてお話をさせて頂きまし
た。弊学で開催しているビジネスコンテ ストは学生
個人の創造性を起点とし、弊学URAが学生のモチ
ベーションを促進・ 支援する体制を強化していくこ
とで、問題/課題解決ではなしえないイノベー ション
の創出を目指して参ります。この講演に対し、参加
会員様より多数のご助 言や実践知の共有を頂きまし
た。アイデアに対する特許の取り扱いや、コンテス
ト前の事前支援の方法などの制度面においても、今
後の展開を考える良いきっか けとなりました。加え
て、他のビジネスコンテストの実践例をご提供頂き
ました 参加会員様とは「若い芽を育てたい！」とい
う熱意が、私自身の想いとも共鳴し たように思いま
す。改めましてこのような機会を頂きましたこと、
感謝申し上げ ます。 .
（記事：西野涼子）
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